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１　はじめに
　次期学習指導要領の改訂に伴い，これからの教育改革のキーワードとして「主体的・対話的で深い学び」が示された。
その源流が，「アクティブ・ラーニング」である。野邉と西田（2015）は，「『創作ダンスのための課題解決学習』は，
まさにアクティブ・ラーニングと言えるのではないだろうか。」と述べている。その理由を，「『創作ダンス』の学習は，
『課題解決学習』であり，身体を使った『体験学習』であり，創造の過程においては『調査学習』である等，多様なア
クティブ・ラーニングの学習形態を持つからである。さらに『創作ダンス』は，学習者同士が『グループ・ディスカッ
ション』や『グループ・ワーク』を繰り返し，自他の違いを認め合いながら目標の達成に向かって進んでいく学習だか
らである。」としている。
　しかし，山田（2014）は，表現運動の現状や課題として，授業が「運動会の演技種目の練習中心」「教師が決めた動
きを子どもたちに身に付けさせるだけの指導」になっている点を挙げ，「アクティブ・ラーニング」とは異なる授業が
行われている実態を明らかにした。「自己の心身を解放して，イメージやリズムの世界に没入してなりきって踊ったり，
互いのよさを生かし合って仲間と交流して踊ったりする楽しさや喜びを味わうこと（文部科学省，2017）」が表現運動
の特性であるが，決められた踊りを踊るだけの学習では，その特性を体感することは難しい。また，筆者が担任した高
学年児童（５年生28名）に，「ダンスは好きですか。」とアンケートを行ったところ，否定的な意見が40％にも上ること
が分かった。その理由として，「興味が無い。」「やる必要が無くてつまらない。」「どう動いていいか分からない。」が挙
がった。
　以上のことから，「アクティブ・ラーニング」の視点を生かしながら，表現運動への学習意欲を高めたり，仲間と交
流しながら思いやイメージを表現する楽しさを味わわせたりする指導の工夫をしていく必要がある。
　田中（2017）は，「アクティブ・ラーニングは，主体的・対話的な学びによって
『深い学び』を生み出すことを目指すものであることを，理解することが大切」と
し，「アクティブ・ラーニングを『深い学び』とするには，グループワークにおけ
る対話の実施が重要」と述べている。しかし，筆者はこれまでにも表現運動の授業
でグループワークを取り入れた経験があるが，一部のグループでは活動が停滞し，
グループワークの難しさを感じていた。そこで，田中が示した「『深い学び』を成
立させる課題解決のプロセス」のうち，特に「①課題設定」⇒「②思考」⇒「③メ
タ認知」⇒「④対話」に着目した（図１）。「①課題設定」によって学習意欲が高ま
り，「②思考」や「③メタ認知」によって自身の思考が整理されて表現しやすくな
り，グループワークにおける「④対話」が充実するとともに，表現運動に対する肯
定的な意見も増えるのではないかと考えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　研究の目的
　表現運動におけるグループワーク対話の充実を目指し，「①課題設定」⇒「②思考」⇒「③メタ認知」⇒「④対話」
のプロセスを取り入れた授業づくりを行うことで得られた効果から，その手立ての有効性について検証する。
３　研究の内容と方法
　高学年の表現運動にある「表現」と「フォークダンス」のうち，「表現」を取り上げる。「表現」は，決められた動き
がなく，表したいイメージや思いを捉えて自由に踊るのが楽しい運動である。筆者が担任した小学５年生28名（男子11
名，女子17名）の学級を対象に，2016年６～10月に２回の実践を行った。
＊ 南魚沼市立中之島小学校
図１　「深い学び」を成立させる
課題解決のプロセス
（田中2017を基に①～④を筆者が加筆）
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　⑴　研究の内容
　「表現」には，自分たちが表したい感じにふさわしい表現へと工夫をしていく課題解決の場面がある。その課題解決
に向け，「①課題設定」「②思考」「③メタ認知」「④対話」のプロセスを取り入れる。田中（2017）の示す「『深い学
び』を成立させる課題解決のプロセス」やその考え方を参考にして，それぞれの活動を工夫していく。
　　①　「課題設定」について
　田中は，「学習課題を子どもにとって魅力的なものにすることが授業づくりにおける大切な工夫だ」と述べている。
そして，学習課題を魅力的にするポイントとして，「作品制作のイメージをもたせる」ことや「プロジェクト学習を提
案する」ことを挙げている。表現運動は，勝敗のつかない運動であり目標を立てにくい運動であるからこそ，何のため
に踊るのかというゴールを明確に示してイメージをもたせることで，目的意識をもって学習に取り組めるようにする。
　　②　「思考」について
　踊る経験が少ない児童にとって，踊りを考え，工夫することは難しい。田中は，「学習の可視化」を例に挙げ，学習
の完成イメージをもたせるために，作品の写真やパフォーマンスのビデオを見ることを推奨している。この指摘を踏ま
えて本実践では，筆者が踊って見せたり，視覚的な支援を行ったりすることで，誰もが課題解決に取り組めるようにす
る。
　　③　「メタ認知」について
　課題解決に向けて思考を深めていくには，自分が何を目指して，何を考えているのかを整理する必要がある。田中は，
「自分の思考を可視化して，操作しながら考えられるようにすることが大切だ」と述べている。自分の考えをカードや
ワークシートに書き出して考えを整理することで，その後のグループワークにおける対話につなげられるようにする。
　　④　「対話」について
　田中は，グループワークの構成のポイントとして，「ワークシートの活用」を示している。グループワークでは，多
様な意見をまとめたり整理したりすることが必要になる。そのために，各自がカードやワークシートに書き出した考え
をもち寄って，一枚のワークシートに整理する活動を取り入れるようにする。また，学習ツールであるタブレットや付
箋紙と画用紙，ウェビング等を工夫して提供することを勧めていることから，それらを活用して対話を充実させられる
ようにする。
　⑵　研究の方法
　表現運動におけるグループワーク対話の充実を目指し，「①課題設定」⇒「②思考」⇒「③メタ認知」⇒「④対話」
のプロセスを取り入れた授業づくりを行う。それぞれの手立ての有効性について，活動の様子やワークシート，実践前
後の児童のアンケートから検証する。
４　研究の概要
　⑴　実践１「単元名：よさこいを進化させよう」(2016年６月１日～10日の実践)
　　①　グループワークにおける対話を充実させるための指導の工夫
　　　ア　「課題設定」の工夫
　運動会では，地元の民謡を現代風にアレンジした「よさこい塩沢版」を踊っている。その踊りの間奏部分（８拍×６
呼間）は，６年生が考えた踊りが取り入れられている。本研究の対象者である５年生の児童は，次年度６年生となり，
新しい踊りを考えることとなる。そこで，運動会直後で運動会への熱い思いがまだ残っている６月に，次年度を見据え
た学習に取り組むことで，目的意識をもって学習に取り組めるようにした。また，「熱い運動会」をテーマに，「よさこ
い」の力強さを生かしながらレベルアップした踊りを考えることを目標に設定した。
　　　イ　「思考」の工夫
　運動会練習の時に，学級や全校で「よさこい塩沢版」をたくさん踊る経験はしてき
た。しかし，新しく踊りを考える経験はなかった。そこで，筆者が一緒になって踊り
ながら「よさこい」の踊り方のポイントを示したり，様々な「よさこい」の映像を鑑
賞したりして，新しく考える踊りのイメージが湧くようにした（写真１）。
　　　ウ　「メタ認知」の工夫
　自分の思考を可視化するために，「動きカード」を作成させた。これは，実際に踊
りながら自分が考えた踊りや掛け声，「よさこい」の映像を見て取り入れたいと思った踊りを，図や言葉で書いたもの
である。「動きカード」に書き出す活動を行うことで，自分の考えを整理し，次のグループワーク対話に生かせるよう
にした。
写真１　よさこいの映像鑑賞
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　　　エ　「対話」の工夫
　活発に活動ができるように，４～５名の６グループを作成した。どのように踊りを構成していくかを見通して活動が
できるように，各グループに１枚の「構成シート」を配布した。これは，各自の「動きカード」を当てはめて矢印を付
けたり組み合わせたりして，踊りを視覚的に構造化するものである。「構成シート」には，グループワークで新たに生
まれた踊りや掛け声を書き加えることとし，様々な意見が飛び交って充実したグループワークになることを目指した。
　踊りが完成したグループから，タブレットによる映像撮影を行った。実際に踊っていると，自分や友達がどのように
動いているかが分からない。そのため，各グループ１台のタブレットをグループ内で順番に撮影し，それを見ながら踊
り方を確認したり，踊りの質を高めたりすることができるようにした。 
　　②　単元の計画（全５時間）
　単元構成は以下のとおりである（表１）。
　　③　実践１の考察
　実践１の後，実践前と同様にアンケートを行ったところ，右
のような結果となった（表２）。「好き」「どちらかといえば好
き」という肯定的な意見が60％から89％に増え「嫌い」という
意見がなくなった。理由として児童が書いた記述から，それぞ
れ「課題設定」「思考」「メタ認知」「対話」についての手立て
の有効性について考えていく。
　　　ア　「課題設定」について
　記述Ａより，来年を見据えた目標設定によって，児童の学習意欲が高まったことが分かる。一方で，記述Ｌのような
「やったところで何もならないから」という否定的な意見もあったことから，考えた踊りを学級内で発表し合って共有
したが，実際に発表する場は翌年と時期が離れているため，児童の学習意欲が低下してしまったのかもしれない。
　　　イ　「思考」について
　記述ＢやＤより，映像を参考にすることで，新たな踊りを考えたり踊り方を工夫したりしやすかったようである。ま
た，記述Ｃのように，映像を見ることで踊りのイメージがしやすくなり，学習意欲も高まったと考えられる。
表１　「実践１　よさこいを進化させよう」の単元の計画
１時間目「課題設定」 ２時間目「思考」「メタ認知」 ３・４時間目「対話」 ５時間目　発表会
めあて ○学習の流れを確認しよ
う。
○一人で踊りを考えてみ
よう。
〇グループで踊りを考え
よう。
○発表し合って良いとこ
ろを見付けよう。
主な学習活動 ・学習のルールや単元の
めあてを確認する。
・「よさこい」を進化さ
せる方法を考える。
・踊り方のポイント確認
や，「よ さ こ い」の 映
像鑑賞により，イメー
ジを膨らませる。
・取り入れたい踊りや掛
け声を「動きカード」
に書く。
・「動きカード」や「踊
り構成シート」を使っ
て，グループで踊りを
工夫する。
・タブレットを用いて，
踊りを確認したり高め
たりする。
・グループで考えた踊り
を発表し合う。
・他のグループの発表を
見て，良いところを見
付ける。
ダンスは好きですか
実践前
実践後
好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い 嫌い
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
表２　実践１のアンケート結果
【肯定的な回答】　　ア　課題設定　・　イ　思考　・　ウ　メタ認知　・　エ　対話
Ａ来年のことを考えながら，グループで踊りを考えるのが楽しかったから（２名）…ア・エ
Ｂ映像を参考にしていろいろな踊りを考えることで，「よさこい」を進化させることができたから…イ
Ｃ映像で「よさこい」を調べたら，かっこいい踊りがいっぱいあって，踊りたいという気持ちが強くなったから…イ
Ｄ映像を見てカードに書き，いろいろな動きを組み合わせる活動が楽しかったから…イ・ウ
Ｅ自分で踊りを考えるのが楽しかったから（３名）…ウ　
Ｆ自分の考えが取り入れられたから…ウ
Ｇ自分の書いたカードを使って踊るのが嬉しかったから…ウ
Ｈカードを使って，友達と考えたり工夫したりすると楽しいなと思ったから（２名）…エ
Ｉみんなと考えるとまた違う動きが出てきて，みんなと踊るのが楽しかったから…エ
【否定的な回答】
Ｌやったところで何もならないから…ア　　　　Ｍあまり意見を出せなかったから…エ
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　「映像は踊りを考える時に役立ちましたか」というアンケートを行ったところ，「役立った」と回答した児童が96％
だった。中には，「力強さが伝わってイメージが湧いた」「家でも映像を検索して見た」という児童もいた。その反面，
「役立たなかった」と回答した児童は，「踊りを考えることができなかったから」という理由を述べた。運動会で踊る
「よさこい」と映像の「よさこい」が結び付かず，イメージがしにくかったのかもしれない。
　　　ウ　「メタ認知」について
　１名を除く98％の児童は，最低１枚以上の「動きカード」を書くことができた（写真２）。
中には，５枚もの「動きカード」を書いている児童もいた。記述Ｄ～Ｇのような意見が見られ
たのは，「動きカード」を活用することにより，自分自身で踊りを考えたり表現したりするこ
とができたからこそ，味わえた喜びであると考える。
　「動きカードは役立ちましたか」というアンケートには，89％の児童が「役立った」と回答
した。その理由として，「書くと新しい踊りが思い付きやすい」「カードが無かったら，もっと
時間がかかっていたかもしれない」が挙がったことから，思考の視覚化は効果的であることが
分かった。一方で，「どうやって使ったらいいか分からなかった」という意見もあり，丁寧に
説明することが必要であることに気付いた。
　　　エ　「対話」について
　６グループ中５グループが，「動きカード」と「構成シート」を用いて活発な対話が
行われていた（写真３）。「動きカード」だけでなく，「構成シート」に直接書き込んで
いるグループが５グループあったことから，グループワークによる対話が充実し，新た
な踊りが生み出されたことが分かった。記述ＨやＩからも，友達と対話したり一緒に
踊ったりすることの楽しさを感じられたことに気付いた。しかし，１グループは「構成
シート」が白紙のままで，なかなかグループワークが進まなかった。その理由として，
記述Ｍにあるように自分の意見を思うように伝えられなかったり，「動きカード」が書
けなくて自信をもてなかったりしたことが挙げられる。やはり，「思考」「メタ認知」の
段階で思考を整理し，自分の考えをもてるようにすることが大切だといえる。　　　　
　「構成シートは役立ちましたか」というアンケートには，96％が「使いやすかった」
と回答した。その理由として，「しきりがあって使いやすかった」「８×２と書いてあっ
て分かりやすかった」が挙がったことから，視覚的に整理していくことで対話も充実す
ることが分かった。
　⑵　実践２「単元名：米の大収穫祭　～収穫の『喜び』を伝えよう～」(2016年10月４日～22日の実践)
　　①　グループワークにおける対話を充実させるための指導の工夫
　　　ア　「課題設定」の工夫
　５年生では，毎年，総合的な学習の時間に「米作り」を行っている。その「収穫祭」を10月末の「学習発表会」で発
表することを目標とし，目的意識をもって学習に取り組めるようにした。テーマは，「収穫の喜び」である。田植えか
ら稲刈りまで体験したからこそ，その嬉しさや充実感を表現することができると考えた。また，児童の学習意欲が継続
するように，学習発表会当日を見据えて10月上旬から学習をスタートさせた。
　音楽は，映画「座頭市」の「Festivo（作曲：鈴木慶一）」を用いた。和楽器が使われており，「祭り」をイメージし
やすい音楽である。踊りの構成として，「はじめ」「おわり」は筆者と一部のダンスリーダーが一緒になって考えた踊り
を全員で踊る，「中」はグループ毎に考えた踊り（８拍×２呼間分）を１班から順にメドレー方式で踊ることとした。
　　　イ　「思考」の工夫
　収穫時の喜びをより具体的に思い出させるために，実際に児童が体験した稲刈り時の写真を提示した。また，筆者が
考えた踊りを全体で踊ったり良い踊りのポイントを示したりすることで，イメージが湧くようにした。
　　　ウ　「メタ認知」の工夫
　実践１の課題から，自分の思いや踊りのイメージが表現と結び付くように，イメージマップを活用した。「収穫」を
キーワードとし，稲刈りの時に感じた思いや，写真から聞こえてきそうな心の声を丸で囲んで書いていき，思いを広げ
た。さらに，その書き込まれた思いからイメージする踊りを四角で囲んで図や言葉で書き加えていき，思いと表現を結
び付けられるようにした（写真４）。その後，特に自分が伝えたい思いを一つ選んでピンクのカード（心カード）に，
考えた踊りを白のカード（動きカード）に表した。その２種類のカードをグループワークにおける対話の材料とした。
写真２　動きカード
写真３　構成シート
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　　　エ　「対話」の工夫
　実践１と同様に，４～５名の６グループを作成
した。「構成シート」を活用したが，実践１とは
少し変えて，「心カード」と「動きカード」を貼
れる場所を作った（以下「構成シート②」とす
る）。もち寄った「心カード」の中から表現した
い思いを選び，そこから「動きカード」を提示し
ながら踊りを構成するようにし，思いやイメージ
を意識して踊りが工夫できるようにした。また，
踊りの質が高まるように「表情」「動きの大きさ」「一体感」という観点を示した。
　実践２でも，タブレットによる動画撮影を取り入れた。実践１の課題から，使い方を示し，タブレットを使って踊り
の質を高めるための時間も十分確保した。
　　②　単元の計画（全８時間）
　単元構成は以下のとおりである（表３）。
　　③　実践２の考察
　実践１と同様に，実践２の後にアンケートを行ったところ，右
のような結果となった（表４）。実践前は実践１の実践後の結果
で，実践後は実践２の結果である。「好き」「どちらかといえば好
き」という肯定的な意見が89％から93％に増えた。理由として児
童が書いた記述から，それぞれ「課題設定」「思考」「メタ認知」
「対話」についての手立ての有効性について考えていく。
　　　ア　「課題設定」について
　記述Ｎより，学習発表会という目標設定が学習意欲を高めたことが分かった。記述Ｏより，純粋に踊ること自体を楽
しんだ児童も多くいたことが分かり，音楽やテーマ設定も実態に合っていたと考える。Ｔのような否定的な意見も見ら
れたが，それだけ運動量が確保されていたともいえる。
　　　イ　「思考」について
　「写真があったことでイメージは広がりましたか」というアンケートに，93％の児童が「広がった」と回答した。「収
穫の時の様子を思い出せた」という意見が多くあり，写真が有効な手立てであったことが分かった。また，実際に体験
したことがテーマであったため，表現しやすかったと考えられる。
写真４　イメージマップ
表３　「実践２　米の大収穫祭」の単元の計画
１・２時間目「課題設定」 ３・４時間目「思考」「メタ認知」５・６・７時間目「対話」 ８時間目　発表会
めあて ○学習の流れを確認した
り，表現運動の楽しさ
を知ったりしよう。
○一人で踊りを考えてみよ
う。
○グループで踊りを考え
たり高めたりしよう。
○発表会で披露しよう。
主な学習活動 ・学習のルールや単元の
めあてを確認する。
・自由に踊ったり，全体
で踊る踊りに挑戦した
りする。
・「米の収穫」で感じた思
いや，その思いを表現す
る方法をカードに書き，
踊りのイメージを膨らま
せる。
・動きカード」や「踊り
構成シート」を使って
グループで踊りを工夫
する。
・タブレットを用いて，
踊りを確認したり高め
たりする。
・「米の大収穫祭」を
テーマに，学習発表
会で披露する。
ダンスは好きですか
実践前
実践後
好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い 嫌い
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
表４　実践２のアンケート結果
【肯定的な回答】　　ア　課題設定　・　イ　思考　・　ウ　メタ認知　・　エ　対話
Ｎダンスの授業をとおして，みんなで心を一つにすることやお客さんに喜んでもらえるということを知ったから（３
　名）…ア
Ｏけっこう激しかったけれど，楽しく踊れたから。笑顔で踊れて楽しかったから(５名)…ア
Ｐ踊りを考えるのが面白かったから（５名）…ウ　　Ｑ友達とやってかっこよくよい踊りができたから（２名）…エ
Ｒみんなの案を参考にしながら，グループ活動も楽しくやることができたから（４名）…エ
Ｓだんだんと話合いがうまくいくようになり，はじめはダンスが嫌いだったけれど好きになったから…エ
【否定的な意見】　Ｔ疲れたから…ア
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　　　ウ　「メタ認知」について
　実践１では，一つも踊りを考えられずに「ダンスが嫌い」と答えた児童を含めた100％の児童が，イメージマップを
使って思いや考えた踊りを書き出し，「心カード」や「動きカード」に書き表すことができた。実践１よりも，どの児
童も「動きカード」をたくさん書いていた。「イメージマップを使うことで，踊りのイメージは広がりましたか」とい
うアンケートに，82％が「広がった」と回答した。「イメージがすごく広がって，発表会ではイメージ以上の発表がで
きた」「紙に書くと自分が思っていることが表現できた」という意見から，イメージマップを使用したことで，思いや
イメージが広がり，新たな踊りへと結び付けやすかったのだと考えられる。また，記述Ｐのように，自分の思いを踊り
で表現する楽しさを実感できる児童が増えた。一方，イメージマップを書くことができたが「広がらない」と答えた児
童は，「たくさん考えられなかった」と述べており，友達と比べて「動きカード」を書くことができなかったことが原
因であるようだ。
　　　エ　「対話」について
　どのグループも，「心カード」「動きカード」「構成シート②」を用いて，
活発な対話が行われていた。実践１と同様に，「構成シート②」に直接踊り
を書き入れているグループも多く，グループワークによって踊りが練られ，
対話が充実していたと考えられる（写真５）。記述Ｑ～Ｓより，グループ
ワークでより良い踊りが考えられることを知り，対話の良さに気付いたこと
が分かった。「構成シート②は役立ちましたか」というアンケートでは，「使
いやすかった」と回答した児童が93％で，「表現したいことを確認しながら
つくれた」「カードを見ながら『これいいね』と意見をたくさん出せた」「頭
の中で考えると難しいけれど，カードを使って並び替えると分かりやすい」
という意見があり，カードやシートの効果があったといえる。また，踊りの質を高めるための観点を示したことで，
「自分たちが頑張ることを書く『欄』があって良かった」という意見もあった。
　実践２では，タブレットでの動画撮影を全部のグループで行うことができた。「タブレットで動きを確認することで，
より良いダンスはつくれましたか」というアンケートでは，「つくれた」という回答が93％だった。「自分やみんなの表
現を見て，踊りを修正できて良かった」「アドバイスがしやすかった」という意見が多くあり，タブレットの使用に
よって踊りを客観的に確認し合え，対話がさらに充実してより質の高い踊りになったことが分かった。
５　成果と課題
　グループ対話の充実を目指した本実践の各プロセスの手立てにおいて，効果が得られたことを述べる。
　本実践では，自主学習で踊りを考える児童がいるほど，学習意欲が増した。このことから，児童の学習意欲が増し，
その意欲が継続するように「学習の可視化」「思考の可視化」を図ったことで，対話の充実につながったものと考えら
れる。
　一方，体育の授業では，運動量の確保も重要である。「②思考」⇒「③メタ認知」⇒「④対話」を意識するあまりに
運動量が減ることがないように，運動量の確保に努めながら表現運動の授業を行っていきたい。
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写真５　構成シート②
⑴課題設定…目的意識をもって表現運動に取り組めるように，児童の実態に合わせてゴールと表現するテーマを設定する
こと。その際，発表する時期を早めに設定し，学習意欲が継続するようにすること。
⑵思考…イメージを膨らませるために，映像や写真を提示すること。
⑶メタ認知…自分の考えをもったり整理したりするために，カードやイメージマップに書いて思考を視覚化させること。
⑷対話…考えをまとめたり整理したりするためのワークシートを活用すること。踊りの質を高めたり，さらなる対話の充
実を図ったりするために，タブレットで動画撮影をして客観的に踊りを見合うこと。
